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<論 文 内 容 の 要 旨 > 
 
本論文 第 言語 日本語学習 自然 日本語習得 焦点 当 日本語
学習方略 学習環境 再構築 企 研究 あ そ 本研究 自然 日本
語 再定義 問題点 整理 自然 日本語 習得 要因 明
日本語学習 現場 実践研究 理論的基盤 位置 実践 際 学習環境改善 手
立 案 試 い  
本論文 章 構成 い 第 章 第 章 い 中国 大学 日本語
教育 自然 日本語 考察対象 本研究 意義 確認 先行研究 検討
通 日本語学習現場 い 自然 日本語 学習 実践 際 理論的枠組 確立
要性 方法論的 妥当性 い 考察 行 い 第 章 第 章 い
用い 教育実践 検討 学習体験 共
観点 日本語学習 学習観 変容 い 論 い 第 章 い 社会生
活 中 日本語学習実践 心理的 体験 共 観点 日本語学習
 
教情 2 
社会文 的視点 要性 い 論 い 第 章 い 本研究 第
言語 日本語学習 社会文 的視点 考究 課題 い 論 い  
第 章 い 中国 日本語学習 自然 日本語 考察対象 本研究
意義 確認 今日 中国 日本語学習 問題点 課題 整理 い う
作業 ふ え 第 章 自然 日本語 定義 文脈 状況 文 社会的背
相互関 側面 示 自然 日本語 学習 実践 際 理論的枠
組 確立 要性 い 明 行 い 更 先行研究 通観 中国
日本語学習 在 方 問い直 要性 い 考察 行 い 第 章 日本語学習
研究 方法論 質的研究法 い 論 い 第 章
活用 授業実践 物語 作文活動 学習者 士 相互作用 通
学習者 日本語 学習観 変容 い 論 い 第 章
活動 体験 後 来日 日本 文 社会 中 日本語 触 機会 得 日本
語学習者 対象 中国 日本語学習 日本 日常生活 通 学習 比較 学
習方略 変容 文 社会的背 作用 い 論 い 第 章
能習得 いう実践的 場面 日本語習得 程 焦点 当 検討 行 い
以 析 ふ え 終章 第 章 い 総合的考察 え 次 点 い い  
第 来 曖昧 捉え い 第 言語学習 自然 学習 内容
異文 言語活動 参 葛藤 克服 いう学習活動 捉え 確認
い そ 学習者 士 互い 影響 え 理解 形成 いく点 明
い 第 日本語学習 学習者 士 相互作用 文 社会的背 含
相手 表現 自身 体験 合 生 視点 契機
い 点 明 い 更 言語生活 参 そう 克服
点 示 い 第 日本語学習 ョン 視点 捉え
学習者 求 異文 共 体験 再定義 い そ 習得 知識や
能 対 能動的 意味 行 社会参 展開 存在 学習者 位置
そう 学習 い 個々 学習者 異文 葛藤 軽減 用 あ
点 示 い う 考察 日本語学習 自然 日本語習得 在 方 社
会文 的 視点 体系 い  
 
 
< 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 > 
 
 第 言語 日本語 学習 自然 日本語 学術的 捉え研究 対象
例 少 く 実践的 会 練習や多様 教 活用 学習 実践 関 術論 展開
置 多い そう 現状 中 本論文 自然 日本語 学習
文 社会的視点 再考 日本語学習 在 方 問い直 理論的基盤 整理
いわゆ 知識や 能 習得 含 文 的 習得 学習 視点 時
 
教情 3 
異文 参 程 学習 程 位置 者 対 通 者 属 自
己 程 ョン 視点 学習 捉え体系 行
そ 文法偏 や学習方法 問題 捉え 日本語学習活動 社会文
的観点 検討 新 言 行 あ  
論文審査 結果 以 点 指摘  
 第 日本語学習 自然 日本語 視点 検討 体系 いう本論文 視点
独創的 あ 先駆的研究 評価 第 言語学習活動 知識や 術 習得
捉え く 文 文脈 体験 込 共 軋轢 葛藤 いう社会文 的
立場 基盤 言語生活 参 いう日本語学習 概念 理論的根拠 位置
体系 点 今後 日本語学習研究 実践 新 視点 示
意義 あ  
 第 自然 日本語 習得 単 理論的 考究 く 実際 授業現場や留学
生活 学習体験 体的 例 考察対象 論 い 評価
そ 言語学習活動 文 適応体験 析 可能 今後 日
本語 限 多様 第 言語学習 実践 大 く寄 得 要 知見 期待
 
 第 対象者 学習体験 縦断的 捉え考察 学習観 学習方略
変容 程 厚 あ 細 析 習得 知識 対 能動的 意味
行い社会 参 いく学習 程 写 い 点 評価 本論文 成果
高等教育 第 言語学習 在 方 問い直 視 占 評
価  
 方 本論文 いく 課題 い  
 第 第 言語学習 伝え合う関 観点 捉え体系 い 点 評価
そ 学校教育現場 様 体的 展開 いく 展開 様 効果 課題
表 い 十 示 い い 今後 教育実践 場 体
的 細 考究 求  
 第 本研究 学校教育 教師や大学生 中心 学習集団 言語学
習活動実践 対象 考察 行 い 多様 学習場面や学習集団 対象
言語学習活動 実践 在 方 い 議論 十 あ 自然 日本語習得 場
検討 い 課題 い 入念 先行研究 ふ え理論的根拠 解
い 寧 析 い 今後 更 多様 例 考察 蓄積
精緻 体系 求  
 第 研究 示 学習方略 在 方 的妥当性 問題 あ 本論文
示 成果 学校教育以外 場面や 多様 熟 段階 あ 学習者 対 い 意味
今後 多角的 検討 要 課題 い  
 本論文 全体 見 日本語学習 原理的基盤 細 集 実際 授
業現場 例 考察対象 学習者 体験 関わ 情報 寧 集 析作業
研究 着実 展開 日本語学習 社会文 的観点 体系
 
教情 4 
試 いう本論文 い 成 い 断  
 本論文 博士 教育情報学 学位論文 合格 認  
